




作者より

アルコール依
い

存
ぞんぞん

症
しようしよう

の親を持つ子どもたちは、家庭内で起こるトラブルに

責任を感じていることが多く、病気が原因でもめごとが起こるとは理解

していません。子どもたちは、アルコール依
い

存
ぞんぞん

症
しようしよう

という親の病気が自分

のせいではないと知る必要があります。アルコール依
い

存
ぞんぞん

症
しようしよう

の患者は病気

だから酒を飲み続けるのであって、誰かが「悪い」ことをしてきたから

飲むのではありません。

この本は、家庭内のできごとから生じるつらい気持ちや、困った問題を

抱えている子どもたちの助けとなるように作られました。アルコール依
い

存
ぞんぞん

症
しようしよう

の親やきょうだいに対して、矛盾した多くの感情（愛情や心配に加

えて、怒り、苦痛、寂しさ）を持つのは自分だけではなく、みんな同じ

であることを、子どもたちにわかってもらえればと思います。

トラブルのサインが子どもたちに見られる多くの場合、実際にその家庭

には、問題が存在しています。苦しい状況にある子どもたちが自分の感

情を口に出し、それまでの自分を振り返り、自ら助けを求めるための行

動を起こすきっかけとして、この本が役立つことを望んでいます。助け

が得られれば、子どもたちは自分に適した方法でアルコール依
い

存
ぞんぞん

症
しようしよう

に対

処することを学び、自分のうちにある強さに自信を持つことができるの

です。
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アルコールアルコール依
い

存
ぞ んぞ ん

症
しようし よ う

ってなんだろうってなんだろう
アルコール依

い

存
ぞんぞ ん

症
しようしよう

の人
ひとひ と

は、おさけなしではいられない。ビールやワイン、ウィスキー、

アルコール入
い

りののみものなら、なんだって、この病
びようびよう

気
き

のげんいんになってしまう。
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アルコール依
い

存
ぞんぞ ん

症
しようしよう

になると、おさけをやめられなくなる。

かぞくをくるしめても、

自
じ

分
ぶんぶん

の体
からだからだ

をこわしても、 友
ともとも

だちをなくしても、おさけをのむ。

仕
し

事
ごとごと

をなくしても、
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日
に

本
ほんほ ん

には、アルコール依
い

存
ぞんぞ ん

症
しようしよう

の人と、そうなりかけている人が 294294万
まんまん

人
にんに ん

いる。

5050人にひとりがこの病気。

たいていの人は仕事をしているし、 子
こ

どもをそだてている人も

たくさんいる。

けっこんしている人も、りこんした人もいる。
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どんな人だって、アルコール依
い

存
ぞんぞ ん

症
しようしよう

になる。

お金
かねかね

もちも、そうではない人も、

わかい人も、としをとった人も 子どものときしあわせだった人も、そうではなかった人も。

どこの国
くにくに

の人でも、
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せんもんかは、アルコール依
い

存
ぞんぞ ん

症
しようしよう

は、心
こころこころ

も体もきずつけると言
い

っている。

なおすことはできないけれど、二
に

度
ど

とおさけをのまなければ、

悪
わるわる

くなることもないんだよ。

おさけをやめるのは、かんたんに思
おもおも

えるかもしれないね。

でも、じつはひどくたいへん。
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